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幌呂小の教育目標
○助け合う子ども
○よく考える子ども
○美しい心の子ども
○健康な子ども
○よく働く子ども

新たな歴史を刻む ～百周年記念式典・祝賀会を挙行～

朝晩冷え込むようになり、澄んだ空気の中、間もなくタンチ ≪記念式典≫ 幌呂小学校体育館

ョウも校庭に訪れることでしょう。

１１月２４日に行われた幌呂小学校開校100周年記念式典・

祝賀会には、ご来賓、学校関係者、同窓生、地域・保護者等、本

校に関わる多くの皆様のご臨席を賜り、お祝いできましたことに

感謝申し上げます。

吉田会長をはじめ、協賛会の皆様にはこれまでに実行委員会、

準備等でご尽力をいただきました。また、鶴居村、教育委員会、

地域・保護者、幌呂中学校、各関係機関の皆様にも多大なるご協

力をいただきました。おかげで、参加された方から賛辞をいただ

くほど、幌呂小学校100年を振り返るにふさわしい式典・祝賀

会を実現できたことに改めてお礼申し上げます。 ≪祝賀会≫ 幌呂農村環境改善センター

さて、本校第２代校長 新井田準次郎氏は創立５０周年記念誌

の中で「真の学問教育、本当の道徳教育一切は、労作を通さねば

生きてこない」とし労作教育の必要性を強調されていました。第

12代校長 岩木膺尚氏は、今回２０数年ぶりに訪れた校舎が、

建てられた時と同じようにきれいであることに驚かれていまし

た。これまでの清掃活動にも表れているように、新井田氏の精神

は、現在の学校教育目標の一つ「よく働く子ども」につながり、

脈々と受け継がれてきていたのだ、と改めて実感しました。

祝辞で大石村長が、児童に、「設置された記念柱時計には、皆

さんにこれまでの歴史を受け継ぎ新たな時を刻む『未来への架け

橋』になってほしいという意義がある」ということをお話しして

くださいました。 ≪今後の予定≫

101年目に向けてスタートするにあたり、これまでに築き上 ・記念誌編集委員会 １２月５日（木） 記念誌等発送準備

げてこられた幌呂小の良き伝統をしっかり受け継ぎながら、「未 ・総務委員会 １２月２週目 中間決算報告

来への架け橋」となる子ども達をしっかり育んでいくため、教職 ・拡大役員会 １２月３週目

員一同これかも教育活動に励んでいきます。今後もよろしくお願 ・協賛会解散総会 ２月 あともう一息

いいたします。

ご功績を讃えて 表彰された歴代校長、歴代 PTA 会長の皆様

会場全員で「幌呂の歌」合唱 ヒートボイスのお二人も参加
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【鶴居村 食べ隊】 ～ポトフ作りに挑戦！～
１０月２３日の総合的な学習の時間、

３、４年⽣が、鶴居産の豚肉「三恵豚」
を使ったポトフ作りに取り組みました。
ゲストティーチャーとして、ホテルＴ
ＡＩＴＯ調理師の⼤瀧さん（本校の保
護者）にご来校いただき、調理法のア
ドバイスをしていただきました。
３、４年⽣は⾃分達で作ったポトフ

を「おいしい︕」と、喜んで⾷べてい
ました。大瀧さん、丁寧なご指導を、
本当にありがとうございました。

二校にこにこ交流 ～下幌呂小学校とのふれあい ～
１１月８日、本校を会場に、下幌呂⼩と⼆校にこにこ交流を⾏いました。

中学年は、全員で協⼒して地域の⽜乳を使ったチーズ作りに取り組み、と

ても美味しくできあがりました。⾼学年は、「冬景色」を歌い、ボディー

パーカッションも上手に合わせることができました。

保小中授業交流 ～ 幌呂保育園・幌呂中学校と ～
１１⽉１３⽇、本校を会場に保⼩中授業交流会を⾏いました。保育

園と中学校の先⽣⽅に授業参観していただき、その後の交流会で、学
習・⽣活指導等のグループに分かれて話し合い、教職員同⼠の交流を
深めました。その際、どのグループでも話題となったのが「スマホ・
パソコン等のメディア機器の使い方」についてです。今後はメディア
利⽤について、さらに家庭との連携を深める必要性を痛感しました。

へき地校体験教育実習
１０⽉下旬から２週間、本校にてへき地実習が⾏われました。３・

４年学級に松⽥優菜先⽣、５・６年学級に佐藤愛佳先⽣が⼊り、先⽣
になるための学習をしました。子ども達は２人の教育実習生と一緒に
勉強したり沢山遊んだりして、楽しい２週間を過ごしました。

松田・佐藤両先生は「わずか２週間でしたが、幌呂で実際に⽣活し、
子ども達とのふれあいから様々なことを学びました。今回の実習で得
たことを活かし、これからも頑張ります。」と決意を新たにしました。

１１⽉２４⽇、本校開校百周年記念式典・祝賀会が盛⼤に開催されました。当⽇は来賓の皆様をはじめ、多くの卒業⽣や旧職員が来校され、
感慨にひたる姿が⾒られました。式典・祝賀会にあたり、鶴居村役場・鶴居村教育委員会をはじめ、幌呂中学校・釧路丹頂農協・幌呂地域の皆
様等、⼤勢の⽅々のお⼒添えをいただき、式典・祝賀会を終えることができました。ご協⼒いただきました皆様に、⼼より感謝申し上げます。

入口受付光景 各展示ホール光景 記念式典会場内光景 協賛会会長式辞 児童代表挨拶

卒業生代表祝辞 事業目録贈呈 感謝状贈呈 感謝状謝辞 幌呂小ＰＴＡ会長挨拶

幌呂小中学校昼食光景 ヒートボイス演奏 【幌呂小学校の１年】発表 【幌呂の歌】全員合唱 万歳三唱

１２月生活重点目標【｢食べる､動く､休む｣で強い体をつくろう】

学 校 家 庭

好き嫌いなく食べよう バランスのよい食事

○盛られたものを残さず ○三度のご飯
食べよう ○決まった時間に

体を動かそう

○休み時間を有効に使おう ○屋外での活動への声かけ
○よい姿勢を心掛けよう ○衣服の選び方

○⾵呂上がりのストレッチ
○食事中のよい姿勢

休む

○早寝早起きを心掛けよう ○睡眠時間の確保
○食後、体調に合わせた生活 ○ゲームをする時間のルール作り

をおくろう。 ○家族の団らん


